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市
内
公
園
の
設
置
目
的
と　

意
義
に
つ
い
て

質
問  

市
内
の
公
園
に
足
を
運
ん
で
み

る
と
、
樹
木
の
剪
定
や
除
草
作
業
が
不

十
分
で
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
す
る
と
い
う
環
境
と
な
っ
て
い
な

い
。
市
の
公
園
に
対
す
る
考
え
方
と
管

理
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

市
民
の
福
祉
の
向
上
と
憩
い
の

場
と
し
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
身
近
な
公
園
で
あ
る
と
と
も
に
、

緊
急
災
害
時
等
に
お
い
て
は
避
難
場
所

と
し
て
の
活
用
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

情
報
発
信
、
交
流
拠
点
の
場
と
考
え
て

い
る
。
管
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
遊
具

等
の
設
置
さ
れ
て
い
る
公
園
は
、
利
用

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
冬
期
間
を
除

き
２
カ
月
に
１
回
、
職
員
が
目
視
や

触
診
等
に
よ
る
点
検
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
景
観
や
環
境
保
全
の
た
め
、
樹
木

の
剪
定
や
除
草
作
業
等
を
定
期
的
、
あ

る
い
は
そ
の
時
々
に
職
員
に
よ
る
直
営

作
業
や
職
員
で
対
応
で
き
な
い
も
の

は
、
業
務
委
託
や
地
元
自
治
会
等
か
ら

の
協
力
に
よ
り
、
適
正
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
。

質
問  

天
朝
山
公
園
は
、
県
の
文
化
財

指
定
、
観
光
地
、
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
の
状
況
を
見
る
と

中
途
半
端
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今

後
の
天
朝
山
公
園
の
管
理
方
法
に
つ
い

て
伺
う
。

答
弁  

天
朝
山
公
園
は
、
市
の
中
心
部

に
位
置
し
、
市
民
の
身
近
な
憩
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
史
跡
と
し
て
活
用
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
越
後
府
跡
と
し
て
新
潟
県
文
化
財

指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
、
公
園
全
体

の
形
状
を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
現
状

で
あ
る
。
今
後
、
細
や
か
な
草
刈
り
や

危
険
防
止
の
た
め
の
枝
落
と
し
等
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
草
刈
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
各
種
団
体
等
に
支
援
を
お

願
い
す
る
。
天
朝
山
文
化
交
流
の
家
の

管
理
と
一
体
と
し
た
業
務
委
託
も
視
野

に
入
れ
、
公
園
全
体
の
景
観
保
持
、
環

境
保
全
、
施
設
整
備
な
ど
に
努
め
て
い

く
。

新政クラブ 近山　　修

消
費
税
増
税
に
つ
い
て

質
問  
８
月
12
日
に
発
表
さ
れ
た
４
〜

６
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
が

実
質
0.6
%
の
経
済
成
長
を
示
し
た
こ

と
で
安
倍
内
閣
は
消
費
税
増
税
を
予
定

通
り
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
暮
ら
し
の
実
態
は
、
増
税

に
よ
っ
て
日
本
経
済
が
奈
落
の
底
に
突

き
落
と
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ

で
伺
う
。
市
民
へ
与
え
る
影
響
と
地
域

経
済
へ
の
影
響
は
。

答
弁  

耐
久
消
費
財
（
家
、
自
動
車
等
）

を
中
心
に
し
た
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り

一
時
的
に
個
人
消
費
や
企
業
の
売
上
げ

は
伸
び
る
が
、
雇
用
や
賃
金
の
上
昇
と

い
っ
た
実
体
経
済
が
好
転
し
て
い
な
い

中
で
は
、
家
計
へ
の
大
き
な
負
担
に
な

る
。

　

価
格
転
嫁
が
難
し
い
市
内
商
店
、
中

小
企
業
に
と
っ
て
は
、
買
い
控
え
の
影

響
な
ど
も
含
め
、大
き
な
影
響
が
出
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問  

子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
学

校
給
食
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
伺

う
。

　

市
内
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
し
て

給
食
費
の
半
額
補
助
の
実
施
を
。

答
弁  

１
年
間
で
小
・
中
学
校
を
合
わ

せ
約
２
億
円
の
給
食
費
を
頂
い
て
い

る
。
約
１
億
円
の
費
用
が
必
要
。
本
市

の
財
政
状
況
か
ら
す
れ
ば
困
難
で
あ

る
。

質
問  

食
材
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
な

る
べ
く
地
元
産
の
食
材
を
使
う
給
食
作

り
へ
の
努
力
は
。

答
弁  

地
元
産
の
食
材
の
使
用
状
況
は

米
、
野
菜
な
ど
10
数
種
類
で
あ
り
、
使

用
量
は
少
な
い
。
食
育
の
観
点
か
ら

も
、
生
産
者
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
で

あ
り
、
現
在
、
学
校
教
育
課
と
農
林
課

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

質
問  

関
係
者
（
生
産
者
、
教
育
委
員

会
、
調
理
員
な
ど
）
の
給
食
向
上
の
た

め
の
会
議
を
開
催
し
て
い
る
か
。

答
弁  

現
在
、
こ
れ
ら
関
係
者
で
の
会

議
の
体
制
は
整
え
て
お
ら
ず
、
開
催
は

し
て
い
な
い
。
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公
共
施
設
の
整
備
計
画
に
つ

い
て

質
問  

大
小
２
７
０
の
公
共
施
設
を
抱

え
る
当
市
に
お
い
て
、
建
物
の
半
数
以

上
が
建
築
年
数
20
〜
30
年
経
過
し
て
お

り
、
国
が
定
め
た
耐
用
年
数
だ
け
で
な

く
使
用
場
所
、
使
用
頻
度
、
構
造
に
よ

り
す
べ
て
の
建
物
の
状
態
、
ま
た
必
要

性
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
見
解

を
伺
う
。

　

大
和
小
学
校
の
跡
地
利
用
の
経
緯
と

平
成
26
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で
京
ヶ
瀬
小

学
校
と
統
合
と
な
る
前
山
小
学
校
の
今

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

公
共
施
設
に
お
い
て
も
そ
の
目

的
、
利
用
実
態
や
効
果
を
検
証
し
、
身

の
丈
に
合
っ
た
施
設
の
再
編
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
、
行
政
財
産
を
中
心
に

鋭
意
洗
い
出
し
を
行
っ
て
お
り
、統
合
、

廃
止
や
多
機
能
化
と
い
っ
た
視
点
で
再

編
を
進
め
て
い
く
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

質
問  

近
年
阿
賀
野
市
に
お
い
て
、
中

山
間
地
で
は
熊
、
サ
ル
、
水
原
、
安
田
、

京
ヶ
瀬
地
区
、
特
に
阿
賀
野
川
沿
線
に

お
い
て
は
カ
ラ
ス
、
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
に
よ
る
農
地
、
人
家
へ
の
進
入
に

よ
る
被
害
も
数
多
く
あ
り
、
鳥
獣
に
よ

る
被
害
は
営
農
意
欲
の
低
下
を
招
き
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
こ

れ
が
更
な
る
被
害
を
招
く
悪
循
環
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
。

　

侵
入
防
止
柵
の
設
置
、
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
に
よ
る
追
い
払
い
、
箱
罠
に
よ

る
捕
獲
な
ど
早
急
な
対
策
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
対
応
を
伺
う
。

答
弁  

地
域
住
民
か
ら
の
里
地
里
山
の

整
備
や
適
正
な
畑
地
管
理
を
お
願
い
し

な
が
ら
、
行
政
・
農
協
等
関
係
機
関
・

地
元
猟
友
会
と
連
携
し
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　９月５日、６日に11人が行いました。
掲載している内容は限られたスペースのた
め、質問と答弁の要旨を掲載しています。

公
契
約
で
の
適
正
化
で
官
製

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
せ

質
問  

市
が
業
者
・
団
体
や
労
働
者
と

結
ぶ
公
契
約
で
は
、
以
下
の
点
を
適
正

に
実
施
す
る
よ
う
提
案
す
る
。
現
状
と

見
解
を
伺
う
。

① 

下
請
け
へ
の
工
事
代
金
は
で
き
る
だ

け
短
期
に
現
金
で
支
払
う
、
二
省
協

定
（
農
水
省
・
国
交
省
に
よ
る
設
計

労
務
単
価
）
に
留
意
し
適
正
な
賃
金

支
払
い
に
配
慮
す
る
、
建
設
業
退
職

金
共
済
制
度
（
建
退
共
）
へ
の
加
入

と
証
紙
の
貼
付
け
の
厳
守
を
受
注
業

者
に
求
め
る
。
ま
た
、
労
働
時
間
や

有
給
休
暇
等
の
労
働
基
準
法
の
遵

守
、
下
請
け
の
「
施
工
体
制
台
帳
」

の
提
出
の
義
務
付
け
を
要
綱
、
指
導

文
書
で
徹
底
す
る
。

② 

業
務
委
託
の
場
合
、
設
計
労
務
単
価

に
対
す
る
賃
金
の
支
払
い
に
加
点
す

る
労
働
条
項
の
評
価
に
、
地
域
社
会

の
貢
献
度
の
評
価
に
加
点
す
る
な

ど
、
入
札
価
格
以
外
の
事
項
を
評
価

す
る
方
式
を
導
入
す
る
。

③ 

指
定
管
理
費
用
の
算
出
で
は
、正
規
労

働
者
の
賃
金
は
地
域
の
賃
金
相
場
を

踏
ま
え
た
額
と
し
、
非
正
規
労
働
者

は
市
の
臨
時
職
員
の
時
給
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
資
料
を
参
考
に
す
る
。

④ 

市
の
非
正
規
職
員
の
低
賃
金
を
改
善

し
、
公
務
・

公
共
の
労
働

に
ふ
さ
わ
し

い
賃
金
に
改

善
す
る
。
ま

た
、
専
門
的

な
資
格
や
能
力
を
必
要
と
す
る
業
務

は
、
専
門
性
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
と

雇
用
の
安
定
を
保
障
す
る
こ
と
。

答
弁  
概
ね
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
提
案
の
内
容
で
改
善
で
き
る
も
の

は
実
施
し
て
い
き
た
い
。

避
難
計
画
も
な
い
の
に
原
発

の
再
稼
働
は
あ
り
え
な
い
の

で
は

質
問  

国
や
東
電
は
、
福
島
原
発
事
故

の
原
因
究
明
も
収
束
も
で
き
ず
、
危
機

的
な
放
射
能
汚
染
水
の
大
量
流
失
と
い

う
状
況
の
中
で
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再

稼
働
を
画
策
し
て
い
る
。
避
難
計
画
も

出
来
て
い
な
い
の
に
、
事
故
が
発
生
し

た
ら
住
民
の
命
と
健
康
は
ど
う
な
る
の

か
危
惧
さ
れ
る
。
万
全
な
避
難
体
制
が

整
備
さ
れ
る
ま
で
、
再
稼
働
は
絶
対
す

べ
き
で
な
い
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解

は
。

答
弁  

現
状
で
は
再
稼
働
は
す
べ
き
で

な
い
と
思
う
。

無会派 市川　英敏

日本共産党 宮脇　雅夫

天朝山公園（奥の建物は天朝山文化交流の家）天朝山公園（奥の建物は天朝山文化交流の家）


